
昭
和
懲
十
一
年
二
月
一
覇
襲
行
（
毎
月
一
回
褒
行
）

第四十三巻　　　第五冊

　　　　　第四百九十九號

　　昭和四十一年二月一日獲行

意
味
と
志
向
性
・

土

屋

純

カ
ン
ト
の
目
的
論
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
訓

　
　
　
一
論
理
的
合
憲
的
性
と
美
的
合
醤
的
二
一

覇

曄

雄

ヘ
ー
ゲ
ル
の
歯
軸
現
象
學
、
及
び
そ

れ
以
前
の
諸
書
に
於
け
る
「
生
と
死

の
重
い
」
の
思
想
に
つ
い
て
（
未
完
）

ヴ
ァ
ン
。
ブ
ラ
フ
ト

形
式
論
理
學
の
哲
學
的
位
置
…
…
…
…
…
杉

原

丈

夫

京都大學文學部内
京　都　哲　學　會



京
都
哲
學
會
規
約

一、

{
會
は
贋
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圓
る

　
こ
と
を
自
的
と
す
る

一、

E
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

8
　
毎
月
…
圓
三
三
「
哲
學
研
究
」
を
螢
行
ず
る

　
け
［
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

日
　
随
時
研
究
曾
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一、

{
會
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
愈
が
推
薦
す
る

～、

{
會
は
魯
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
。
圃
書
館
・
其
他
の
團
膿
は
國
膿
の
名
を
以
て
入

回
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
愈
員
は
會
費
と
し
て
年
二
、
四
〇
〇
圓
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一、

勛
�
ﾍ
愈
誌
の
配
布
を
受
け
曾
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

「、

{
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
鰹
部
内
に
お
く

一、

K
約
の
改
正
は
委
員
會
の
沃
定
に
よ
る

京
都
哲
三
三
役
員

委
　
員
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前号目次
体
系
と
問
（
承
前
完
）
：
：
：
：

　
1
理
論
性
の
問
題
一

二
象
学
の
真
理
…
…
…
…
：
…
．

警
評

メ
ル
ロ
ー
・
ポ
ン
テ
ィ

『
行
動
の
構
造
』
：
：

　歴　史　に　於　け　る　行題完為
浮麦
・　省

　衆　潜
水

　　巾
　　俊野

　　　元
樋轟

　　宗　　　　芳和　　
矛ロ

久　郎　～夫

四
四



齋
洋
哲
学
の
特
徴
…
…
…
…
：
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
形
心
志
学
：

無
底
！
シ
ェ
リ
ン
グ
二
二
込
湘
に
於
け
る
一
：

　
　
古
典
ニ
ャ
…
ヤ
学
派
の
ア
ー
ト
マ
ン
論
と
そ
の
野
景
・

醤
…
シ
ナ
の
倫
理
思
想
に
於
け
る
窺
璽
と
「
現
実
」
．

菰
蘇
鐸
囎
「
一
一
　
　
…
…
．

磯
芸
纏
・
お
け
畠
夜
・
超
越
の
閥
題
…
…
－

．
懲
縄
綴
麟
転
記
耀
鞍
…
．
変

、
別
…
社
会
事
象
と
し
て
の
多
数
決
に
つ
い
て
：
…
　
　
　
　
　
：
池
団

　
　
宗
教
的
象
徴
の
問
題
…
…
…
…
：
…
…
・
：
…
…
：
…
：
…
：
武
内

　
…
存
在
と
知
識
…
…
…
…
－
－
…
…
－
…
・
…
・
…
…
…
…
．
．
梶
山

　
　
　
　
－
仏
教
哲
学
諸
派
の
論
争
i

　
　
パ
ウ
ロ
の
回
心
を
め
ぐ
る
諸
問
題
・
…
…
…
…
：
：
…
・
…

『
哲
学
研
究
』
の
思
い
出

野
田

・
高
鷲

、
辻
村

・
服
都

湯
浅

－
園
原

太幸正公三又
郎孫明一郎夫

：
森
口
美
都
男

・
井
島
　
　
勉雄踏義重

一範祐康

：
武
藤
　
一
雄

：
三
二
寿
蔵
・
雪
田
得
立

下
村
寅
太
郎
・
三
村
勉



　
　
　
會
　
　
　
二

一
、
本
會
は
魯
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
愈
希
望
の
方
は
東
都
市
左
京
囁
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
鰹
禽
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
海
抜
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
一
　
、
四
〇
〇
圓
又
は
牟
年

　
一
、
二
〇
〇
圓
）
を
お
沸
込
下
さ
い

又
倉
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
褒

費
に
關
す
る
　
切
は
東
京
都
千
代
田
羅
代
官
町
二
　
創
文
職

（
振
替
口
座
東
京
九
二
四
七
二
番
　
創
文
祉
）
宛
に
願
い
ま
す

　、

数
?
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
暫
學
會
宛
御
携
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
孚
年
分
）
、
愈
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
）
又
は
六

　
鷹
）
の
送
付
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
禽
費
の
愛
更
其
他

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
孚
年
）
毎
に
精
算
し

　
ま
す

　
、
會
員
の
事
事
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
禽
宛
に
御
通
知
下
さ
い

～
、
本
誌
の
編
集
に
間
す
る
通
儒
・
新
刊
書
・
寄
瞼
雑
誌
等
は

　
本
黒
磯
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
臨
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
饅
十
一
年
一
月
三
十
日
印
刷

昭
和
四
十
一
年
二
月
一
日
蟹
行

編
集
人

嚢
行
人

印
鯛
入

印
鰐
三

彩
行
所

株
式

愈
搬

東堀堀來久神編京京

慰謝保蜷・都
留　ik井　大
　　　　　　墨黒　　　　慧旗印文田
蜻　　　綴蓋　　　文

勤治羅一響
L　　町　　　部
六所郎二男郎、　　　　　　肉曾

創
　
　
文
　
　
杜

東
京
都
千
代
田
塾
代
宮
町
二

振
替
口
座
　
策
京
　
九
二
四
七
二
番

蹴
話
　
丸
ノ
内
　
㊥
　
四
〇
〇
八
番

♪
》
》
ミ
‘
”
巳
■
ご
鋤
’
さ
’
》
》
》
》
こ
【
・
冒
♪
㌔
ず
7
、
垂
｝
㌻
馬
8
ζ
【

註
　
文
　
規
　
牢

一
、
奮
員
以
外
の
購
譲
番
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
祓
」
へ
御
砲
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
…
部
、
定
償
二

五
〇
圓
、
送
料
。
四
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



醐
翻
紳
三
熱
三
幅
翻
（
毎
月
【
回
発
行
）
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